
(57)【要約】

　有機発光ダイオード（organic light-emitting diode

, OLED）受動マトリックスディスプレイ（26）は、ディ

スプレイ部分（10）とドライバ部分（28）とを含む。デ

ィスプレイ部分（10）は、情報を表示するためのＯＬＥ

Ｄ（13）のマトリックスを含む。ドライバ部分（28）は

、監視回路（32）と電圧調節回路（34）とを含む。電圧

調節回路（34）は、基準電圧（VREF）に基づいて供給電

圧（VH）を生成する起動部分（36）をもつ。モードを切

り換える指示に応答して、電圧調節回路（34）は、動作

モードに切り換えて、供給電圧（VH）は、ＯＬＥＤ（13

）を横切る読み出される最大電圧降下に基づいて生成さ

れる。

【選択図】　　図２

JP 2007-532944 A 2007.11.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 － 第 １ の 方 向 に 伸 び て い る 複 数 の 列 導 体 （ 16） と 、
　 　 － 第 １ の 方 向 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 伸 び て い る 複 数 の 行 導 体 （ 14） と 、
　 　 － 各 々 が 列 お よ び 行 と 関 係 付 け ら れ て 、 そ の 選 択 を 可 能 に し て い る 複 数 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （
13） と 、
　 　 － Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 結 合 さ れ て い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 電 圧 降 下 を 検 出 す る 監 視 回 路
（ 32） と 、
　 　 － 電 力 を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 電 圧 調 節 回 路 （ 34） で あ っ て 、 監 視 回 路 （ 32） に
結 合 さ れ て い る 電 圧 調 節 回 路 （ 34） と を 含 む Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ （ 26
） で あ っ て 、
　 電 圧 調 節 回 路 （ 34） が 、 ２ つ の 動 作 モ ー ド 、 す な わ ち 、 基 準 電 圧 （ VRFE） が 電 圧 調 節 回
路 （ 34） に よ っ て 使 用 さ れ て 、 電 力 を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 起 動 モ ー ド と 、 監 視 回 路
（ 32） か ら 供 給 さ れ る 可 変 電 圧 が 、 電 圧 調 節 回 路 （ 34） に よ っ て 使 用 さ れ て 、 電 力 を Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 動 作 モ ー ド と を も つ よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ （ 26） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 圧 調 節 回 路 が 、 基 準 電 圧 （ VREF） を 受 信 し 、 第 １ の 電 力 供 給 量 を 生 成 す る 起 動 モ ー ド
手 段 （ 36） と 、 前 記 電 圧 降 下 を 受 信 し 、 第 ２ の 電 力 供 給 量 を 生 成 す る 動 作 モ ー ド 手 段 （ 34
） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 電 圧 調 節 回 路 （ 34） が 、 供 給 ノ ー ド （ VH） を 含 み 、 電 圧 が 、 供 給 ノ ー ド （ VH） か ら Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ （ 13） 、 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） 、 お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） へ 供 給 さ れ る こ と
が で き 、 こ れ ら は 、 交 互 に 選 択 可 能 で あ り 、 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） は 、 選 択 さ れ る と 、
基 準 電 圧 （ VREF） を 供 給 ノ ー ド （ VH） へ 結 合 し 、 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） は 、 選 択 さ れ る
と 、 監 視 回 路 （ 32） を 供 給 ノ ー ド （ VH） へ 結 合 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動
マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 回 路 ル ー プ の 交 互 の 選 択 を
可 能 に す る ス イ ッ チ （ 58） に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ
ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） が 、 抵 抗 器 分 圧 器 （ 64） と 演 算 増 幅 器 （ 62） と を 含 み 、 抵 抗 器
分 圧 器 が 、 演 算 増 幅 器 （ 62） の 一 方 の 入 力 に 結 合 さ れ 、 基 準 電 圧 （ VREF） が 、 演 算 増 幅 器
（ 62） の 第 ２ の 入 力 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス
デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 監 視 回 路 （ 32） に 結 合 さ れ た 第 １ の 入 力 と 、 供 給 ノ ー ド （
VH） に 結 合 さ れ た 第 ２ の 入 力 と を も つ 演 算 増 幅 器 （ 66） を 含 む 請 求 項 ３ な い し ５ の 何 れ か
１ 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 ２ の 入 力 と 供 給 ノ ー ド （ VH） と の 間 に 結 合 さ れ た 電 圧 オ フ セ ッ ト （ 68） を さ ら に 含 む
請 求 項 ６ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 Ｄ Ｃ － 対 － Ｄ Ｃ 変 換 器 （ 60
） 、 ス イ ッ チ （ 58） 、 お よ び 供 給 ノ ー ド （ VH） を 含 む 共 通 部 分 を も ち 、 Ｄ Ｃ － 対 － Ｄ Ｃ 変
換 器 （ 60） が 、 ス イ ッ チ （ 58） と 供 給 ノ ー ド （ VH） と の 間 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 ３ な い
し ７ の 何 れ か １ 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 監 視 回 路 （ 32） が ピ ー ク 検 出 器 （ 51） を 含 み 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大
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電 圧 を 検 出 す る 請 求 項 １ な い し ８ の 何 れ か １ 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ
レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ピ ー ク 検 出 器 （ 51） が 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） を 横 切 る 電 圧 降 下 を 読 み 出 す た め に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
（ 13） に 結 合 さ れ た 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ 46） と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大
電 圧 を 蓄 積 す る た め に 、 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ 46） の 出 力 に 結 合 さ れ た コ ン デ ン サ （ 50） と
を 含 む 請 求 項 ９ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） を 横 切 る 電 圧 降 下 を 読 み 出 す こ と （ 84） と 、
　 　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大 電 圧 を 蓄 積 す る こ と （ 86） と 、
　 　 動 作 モ ー ド 中 に 、 最 大 電 圧 に 基 づ い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 さ れ る 電 圧 を 調 節 す る
こ と と （ 88） と を 含 む Ｏ Ｌ Ｄ Ｅ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ を 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、
　 　 動 作 モ ー ド に 切 り 換 え る （ 82） の 前 の 起 動 モ ー ド 中 に 、 基 準 電 圧 （ VREF） を 使 用 し て
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 生 成 す る こ と （ 80） を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 最 大 電 圧 を 蓄 積 す る こ と （ 86） が 、 コ ン デ ン サ （ 50） を 使 用 し て 達 成 さ れ る 請 求 項 １ １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 切 り 換 え る こ と （ 82） が 、 所 定 の 時 間 期 間 後 に 行 わ れ る 請 求 項 １ １ ま た は １ ２ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 動 作 モ ー ド 中 に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 さ れ る 電 圧 が 、 最 大 電 圧 と オ フ セ ッ ト 電 圧 （ 68）
と の 和 に 比 例 す る 請 求 項 １ １ な い し １ ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 オ フ セ ッ ト 電 圧 （ 68） が 、 外 部 の 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 読 み 出 し が 、 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ 46） を 使 用 し て 行 わ れ る 請 求 項 １ １ な い し １ ５ の 何 れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス プ レ イ 、 と く に 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Organic Light-Emitting Dio
de, OLED） の 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ の た め の ド ラ イ バ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ liquid crystal display, LCD） は 、 今 日 使 用 さ れ て い る 最 も 一 般
的 な タ イ プ の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 し か し な が ら 、 Ｌ Ｃ Ｄ に と っ て の １ つ
の 欠 点 は 、 そ れ ら が 、 パ ネ ル を 照 明 す る た め に 、 別 個 の 光 源 、 一 般 に 、 蛍 光 バ ッ ク ラ イ ト
を 必 要 と す る こ と で あ る 。 事 実 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 輝 度 は 、 そ の バ ッ ク ラ イ ト の み に 依 存 し 、 こ の
バ ッ ク ラ イ ト が 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 寿 命 を 制 限 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 欠 点 の た め に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ が 、 人 気 を 得 て い る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ
レ イ は 、 自 己 発 光 し 、 し た が っ て 、 別 個 の バ ッ ク ラ イ ト を 必 要 と し な い 。 受 動 マ ト リ ッ ク
ス Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ は 、 単 純 な 構 造 を も ち 、 文 字 数 字 デ ィ ス プ レ イ （ alphanumeric d
isplay） の よ う な 、 低 コ ス ト で 、 少 な い 情 報 内 容 の 応 用 に よ く 適 し て い る 。 能 動 マ ト リ ッ
ク ス Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 ビ デ オ お よ び グ ラ フ ィ ッ ク ス を 含 む 、 高 解 像 度 で 、 多 く の 情 報 内 容 の 応
用 を 可 能 に す る 集 積 電 子 バ ッ ク プ レ ー ン を も つ 。 何 れ に し て も 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ は
、 （ １ ８ ０ 度 ま で の ） 広 い 視 覚 、 高 速 応 答 、 高 解 像 度 、 お よ び 良 好 な 表 示 品 質 を も つ 、 非
常 に 薄 く て 、 コ ン パ ク ト な デ ィ ス プ レ イ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 基 本 的 な Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ セ ル は 、 陽 極 と 金 属 の 陰 極 と の 間 に 挟 ま れ た 薄 い 有 機 層 の ス タ ッ ク を
含 ん で い る 。 有 機 層 は 、 通 常 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔 移 送 層 、 放 出 層 、 お よ び 電 子 移 送 層 を 含
む 。 放 出 層 は 、 主 に 、 光 の 発 生 ま た は エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス を 担 当 す る 。 具 体 的 に は 、
適 切 な 電 圧 が セ ル に 印 加 さ れ る と 、 注 入 さ れ た 正 お よ び 負 の 電 荷 が 、 放 出 層 に お い て 再 結
合 し 、 光 を 発 生 さ せ る 。 陽 極 お よ び 陰 極 の 有 機 層 の 構 造 は 、 放 出 層 に お け る 再 結 合 プ ロ セ
ス を 最 大 化 し 、 そ れ に よ っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ か ら 出 力 さ れ る 光 を 最 大 化 す る よ う
に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ の 光 の 出 力 ま た は 輝 度 は 、 電 流 の 流 れ と 正 比 例 す る 。 さ ら に 加 え
て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 増 加 順 電 圧 （ Ｖ Ｆ ） で 指 数 関 数 的 に 降 下 す る 。 し た が
っ て 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 降 下 す る と 、 光 の 出 力 は 急 速 に 増 加 し 、 電 流 の 流 れ の 生 成 と 光 の
出 力 の 生 成 と の 間 に 、 事 実 上 、 遅 延 は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ に 関 す る １ つ の 問 題 は 、 時 間 に し た が っ て 電 流 － 電 圧 （ Ｉ － Ｖ ）
特 性 が 変 化 す る こ と で あ り 、 こ れ は 、 輝 度 効 率 お よ び 画 素 対 画 素 の 輝 度 の 均 一 性 を 劣 化 さ
せ る 。 動 作 温 度 、 外 部 の 光 （ 例 え ば 、 日 光 ） 、 デ ィ ス プ レ イ 上 の 画 素 の 位 置 、 等 を 含 む 、
幾 つ か の 要 因 が 、 Ｉ － Ｖ 特 性 に お け る こ の 変 化 の 一 因 と な る 。 駆 動 方 法 も 、 Ｉ － Ｖ 特 性 に
影 響 を 与 え る 。 例 え ば 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 使 用 さ れ る １
つ の 方 法 は 、 ラ イ ン ア ド レ ス の 多 重 化 （ multiplexing line address, MLA） と 呼 ば れ 、 Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ に バ イ ア ス を か け る の に 必 要 と さ れ る 平 均 電 流 を 、 行 の デ ュ ー テ ィ サ イ ク ル に よ っ
て 乗 算 し 、 等 価 の 多 重 化 電 流 を 計 算 す る 。 こ れ は 、 行 の 数 お よ び 材 料 の 効 率 に 依 存 し て 、
平 均 バ イ ア ス 電 流 （ 薄 暗 い も の か ら 明 る い も の に お い て 、 １ μ Ａ な い し １ ｍ Ａ ） の ５ ０ な
い し ２ ０ ０ 倍 で あ り 得 る 。 こ の よ う な 高 い 電 流 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 対 し て 過 剰 な 電 圧 降 下 を 起
こ さ せ 、 こ れ は 、 無 駄 な 電 力 消 費 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｃ ａ ｍ ｂ ｒ ｉ ｄ ｇ ｅ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ 　 Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ 　 Ｌ ｉ ｍ ｉ ｔ ｅ ｄ の 国 際
出 願 Ｗ Ｏ  ０ ３ ／ １ ０ ７ ３ １ ３ Ａ ２ は 、 電 流 お よ び 電 圧 セ ン サ を 使 用 し 、 感 知 さ れ た 電 圧
に 応 答 し て 、 電 圧 を 調 節 す る 調 節 可 能 な 電 源 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 能 動 マ ト リ ッ ク ス
デ ィ ス プ レ イ に お け る 電 力 消 費 を 低 減 す る 技 術 を 開 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 出 願
は 、 単 に 、 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 に よ っ て 使 用 さ れ て い る 電 圧 お よ び 電 流 の 間 接 的 な 測 定 を
開 示 し て お り 、 こ れ は 、 比 較 的 に 望 ま し く な い 。 さ ら に 加 え て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ の
効 率 的 な 起 動 に つ い て 開 示 さ れ た 、 明 確 に 定 め ら れ た 技 術 は な い 。 す な わ ち 、 デ ィ ス プ レ
イ が 、 最 初 に 、 電 力 を オ ン に さ れ る と き 、 画 素 は オ フ に さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ に よ
っ て 必 要 と さ れ る 要 求 電 圧 は 、 明 確 に 定 め ら れ て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 起 動 モ ー ド に よ っ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 効 率 的 に 導 き 、 起 動 モ ー ド が 完 了 し た 後 に
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 力 レ ベ ル の 調 節 を 可 能 に す る こ と が で き る デ ィ ス プ レ イ が 必 要
と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 技 術 の 欠 点 を 克 服 す る た め に 、 動 作 の 効 率 的 な 起 動 モ ー ド と 、 正 規 の 定 常 状 態 中 に
必 要 に 基 づ い て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 力 （ 例 え ば 、 電 圧 ま た は 電 流 、 あ る い は こ の 両 者
） を 調 節 す る 能 力 と を 可 能 に す る 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ が 開 示 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 権 利 を 主 張 さ れ て い る 発 明 に し た が っ て 、 特 許 請 求 項 １ な い し １ １ に 定 め ら れ て い る よ
う な 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ お よ び そ の 動 作 方 法 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 使
用 さ れ て い る 実 時 間 の 電 力 レ ベ ル を 監 視 す る 監 視 回 路 と 、 監 視 回 路 か ら 受 信 し た 信 号 に 応
答 し て 、 供 給 電 圧 を 変 え る 電 圧 調 節 回 路 と を 含 む 。 起 動 モ ー ド 中 に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 必
要 と さ れ て い る 電 力 が 明 確 に 定 め ら れ て い な い と き は 、 電 圧 調 節 回 路 は 、 供 給 電 圧 を 生 成
す る た め の 基 準 と し て 、 固 定 基 準 電 圧 を 使 用 す る 。 し か し な が ら 、 所 定 の 時 間 期 間 後 に 、
ま た は 外 部 の 信 号 に 応 答 し て 、 電 圧 調 節 回 路 は 、 固 定 基 準 電 圧 の 読 み 出 し か ら 、 監 視 回 路
か ら 供 給 さ れ た 可 変 電 圧 レ ベ ル の 読 み 出 し へ 切 り 換 え る 。 こ の 可 変 電 圧 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横
切 る 電 圧 降 下 の 直 接 的 な 読 み 出 し の よ う な 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 電 圧 の 読 み 出 し に 基 づ く 。 こ の 可
変 電 圧 レ ベ ル に 応 答 し て 、 電 圧 調 節 回 路 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 変 更 す る 。 こ の
や り 方 で は 、 無 駄 な 電 力 損 失 は な く 、 回 路 は 、 全 て の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 実 時 間 追 跡 を 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の １ つ の 例 示 的 な 実 施 形 態 が 記 載 さ れ 、 こ れ は 、 図 面 を 参 照 し て 進 め ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ の デ ィ ス プ レ イ 部 分 10を 示 し て い る 。
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 13の マ ト リ ッ ク ス 12は 、 導 体 の 平 行 す る 列 16と 直 交 し て 位 置 す る 導 体 の 平 行 す る
行 14を 含 ん で い る 。 各 行 14は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ  Dx1な い し Dxm（ な お 、 ｘ は 、 行 番 号 を 示 し 、 ｍ
は 、 列 番 号 を 示 す ） を 含 み 、 各 列 16は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ  D1xな い し Dnx（ な お 、 ｎ は 、 行 番 号 を
示 し 、 ｘ は 、 列 番 号 を 示 す ） を 含 ん で い る 。 各 列 は 、 電 流 生 成 器 18（ １ な い し ｍ ） で バ イ
ア ス を か け ら れ 、 電 流 生 成 器 18は 、 そ の 上 流 端 部 に お い て 電 圧 源 VHに 、 そ の 下 流 端 部 に お
い て 列 ス イ ッ チ SC1な い し SCmの １ つ に 結 合 さ れ て い る 。 各 行 14は 、 行 ス イ ッ チ SR1な い し S
Rnの １ つ を 含 み 、 行 ス イ ッ チ SR1な い し SRnは 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 結 合 さ れ た 上 流 端 部 と 、 陰 極 21
に 結 合 さ れ た 下 流 端 部 と を も つ 。 列 ス イ ッ チ SC1な い し SCmと 、 行 ス イ ッ チ SR1な い し SRnと
は 、 個 々 に 切 り 換 え 可 能 で あ り 、 し た が っ て 、 各 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 他 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ と は 無 関 係 に
、 個 別 に 選 択 さ れ る こ と が で き る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 電 圧 を 直 接 に 測 定 す る た め に 、 電 圧
タ ッ プ 20は 、 列 に 結 合 さ れ 、 VFD1な い し VFDmで 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 電 圧 タ ッ プ 20は 、
ス イ ッ チ SC1な い し SCmの 上 流 ま た は 下 流 に 結 合 さ れ 、 タ ッ プ 20は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 電 圧 を 外 部
で 読 み 出 す の に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 圧 源 VHは 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の “ オ ン ” 電 圧 、 行 14お よ び 列 16に お け る 電 圧 降 下 、 電 流 生 成 器
18の 電 圧 飽 和 、 並 び に ス イ ッ チ （ SC1な い し SCm、 お よ び SR1な い し SRn） に お け る 電 圧 降 下
の 責 任 を 取 る た め に 、 十 分 に 高 い 電 圧 を も た な け れ ば な ら な い 。 図 １ に は 示 さ れ て い な い
が 、 別 途 記 載 さ れ る ド ラ イ バ 回 路 は 、 電 圧 源 VHか ら 供 給 さ れ る 電 力 を 生 成 す る の に 使 用 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 動 作 に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ 部 分 10は 、 ス キ ャ ン 動 作 を 行 い 、 ス イ ッ チ SR1な い し SRnを
連 続 的 に ア ク テ ィ ブ に す る こ と に よ っ て 、 一 度 に １ 行 が ア ク テ ィ ブ に さ れ る 。 し か し な が
ら 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン お よ び デ ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン は 、 人 間 の 目 に は 検 出 可
能 で な い よ う な 、 頻 度 で あ る 。 一 度 に 、 行 ス イ ッ チ SR1な い し SRnの １ つ の み が ア ク テ ィ ブ
に さ れ る の で 、 電 圧 タ ッ プ 20は 、 一 度 に 列 内 の １ つ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 電 圧 降 下 を 直 接 に
読 み 出 す の に 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 直 接 的 な 測 定 は 、 デ ィ ス プ レ イ 内 の 各 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に よ
っ て 使 用 さ れ る 電 圧 を 判 断 す る 非 常 に 正 確 な や り 方 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 デ ィ ス プ レ イ 部 分 10と ド ラ イ バ 部 分 28と を 含 む Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ
ス プ レ イ 26の 高 レ ベ ル の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ド ラ イ バ 部 分 28は 、 監 視 回 路 32と 電 圧 調 節 回
路 34と を 含 む 。 監 視 回 路 32は 、 電 圧 タ ッ プ 20を 介 し て デ ィ ス プ レ イ 部 分 10に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 圧 調 節 回 路 34は 、 ２ つ の 部 分 、 す な わ ち 、 起 動 部 分 36（ 起 動 手 段 と も 呼 ば れ る ） と 、
動 作 モ ー ド 部 分 38（ 動 作 モ ー ド 手 段 と も 呼 ば れ る ） と を 含 む 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 26が 最 初 に 電 力 を オ ン に さ れ る と き 、 起 動 部 分
36が 電 圧 調 節 回 路 34に よ っ て 使 用 さ れ る 。 基 準 電 圧 Vrefは 、 起 動 部 分 に 供 給 さ れ 、 こ の 基
準 電 圧 は 、 第 １ の 時 間 期 間 中 に 、 供 給 電 圧 VHを 生 成 す る の に 使 用 さ れ る 。 所 定 の 時 間 期 間
後 に 、 ま た は 外 部 信 号 に 応 答 し て 、 電 圧 調 節 回 路 34は 、 供 給 電 圧 を 生 成 す る た め に 、 起 動
部 分 36の 使 用 か ら 、 動 作 モ ー ド 部 分 38の 使 用 に 切 り 換 え る 。 電 圧 調 節 回 路 34は 、 こ の 第 ２
の 時 間 期 間 中 に 、 供 給 電 圧 を 生 成 す る た め に 、 監 視 回 路 32か ら 供 給 さ れ た 電 圧 を 読 み 出 す
。 起 動 部 分 36お よ び 動 作 モ ー ド 部 分 38は 、 図 １ に 示 さ れ て い る デ ィ ス プ レ イ 部 分 10へ 電 力
を 供 給 す る の に 使 用 さ れ る 供 給 ノ ー ド VHに お い て 、 一 緒 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 26の ド ラ イ バ 部 分 28の 詳 細 な 回 路 の 模
式 図 を 示 す 例 示 的 な 実 施 形 態 で あ る 。 VFD1な い し VFDmに よ っ て 示 さ れ て い る （ 図 １ か ら の
） 電 圧 タ ッ プ 20は 、 例 え ば 、 直 接 接 続 に よ っ て 、 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ multiple-input buf
fer） に 結 合 さ れ て い る 。 緩 衝 器 46は 、 並 列 に 接 続 さ れ た “ ｍ ” 個 の 差 動 段 （ ソ ー ス と ド
レ イ ン を 一 緒 に も つ 多 数 の ゲ ー ト ） を も つ 単 純 な 緩 衝 器 で あ る 。 ダ イ オ ー ド 48、 コ ン デ ン
サ 50、 お よ び 緩 衝 器 46は 一 緒 に 、 ピ ー ク 検 出 器 51と し て 機 能 し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 13（ 図 １ 参 照 ）
を 横 切 る 最 大 電 圧 降 下 を 検 出 す る 。 こ の 最 大 電 圧 降 下 は 、 蓄 積 の た め に 、 参 照 番 号 52で 示
さ れ て い る よ う に 、 多 数 入 力 の 緩 衝 器 46へ 再 び 供 給 さ れ る 。 コ ン デ ン サ 50上 の 電 圧 は 、 VF
maxと し て 示 さ れ て い て 、 デ ィ ス プ レ イ 内 の 画 素 （ す な わ ち 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 全 て を 横 切 る
最 大 電 圧 降 下 を 表 し て い る 。 コ ン デ ン サ の サ イ ズ は 、 設 計 に 依 存 し て 変 わ る が 、 例 示 的 な
値 は 、 １ ０ ０ な い し ３ ０ ０ ｎ ｆ の 範 囲 内 で あ り 得 る 。 電 圧 調 節 回 路 34は 、 ２ 本 の 並 列 回 路
ル ー プ 54、 56を 含 み 、 こ れ ら は 、 （ 回 路 ル ー プ の 交 互 の 選 択 を 可 能 に す る ） 共 通 の ス イ ッ
チ 58、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 器 60、 お よ び （ 図 １ の 電 流 生 成 器 18に 結 合 さ れ た ） 電 圧 供 給 ノ ー ド
VHを 共 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ 54は 、 起 動 部 分 36（ 図 ２ 参 照 ） に 対 応 し 、 演 算 増 幅 器 （ OP1） 62を 含
み 、 演 算 増 幅 器 62は 、 ス イ ッ チ 58に 結 合 さ れ た 出 力 と 、 基 準 電 圧 VRFEに 結 合 さ れ た 非 反 転
入 力 と を も つ 。 VREFの 例 示 的 な 値 は 、 １ ． ２ ５ ボ ル ト で あ る が 、 こ の 値 は 、 設 計 に 基 づ い
て 変 わ る 。 R1お よ び R2を 含 む 抵 抗 器 分 圧 器 回 路 64は 、 供 給 電 圧 VHの 割 合 を 、 演 算 増 幅 器 62
の 反 転 入 力 に 与 え る の に 使 用 さ れ る 。 R1お よ び R2の 値 は 、 設 計 に 依 存 し て 変 わ る が 、 R1／
R2の 例 示 的 な 比 率 は 、 １ ０ 対 ２ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の 回 路 ル ー プ 56は 、 演 算 モ ー ド 部 分 38（ 図 ２ 参 照 ） に 対 応 し 、 コ ン デ ン サ 50に 結 合
さ れ た 非 反 転 入 力 を も つ 第 ２ の 演 算 増 幅 器 （ OP2） 66を 含 み 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 13を 横 切 る 読 み 出
さ れ る 最 大 電 圧 を 供 給 す る 。 演 算 増 幅 器 66も 、 電 圧 オ フ セ ッ ト 68を 経 由 し て 、 電 圧 供 給 ノ
ー ド VHに 結 合 さ れ て い る 反 転 入 力 を も つ 。 電 圧 オ フ セ ッ ト 68は 、 デ ィ ス プ レ イ 26の 電 流 生
成 器 18の 飽 和 範 囲 を 考 慮 に 入 れ 、 デ ィ ジ タ ル － 対 － ア ナ ロ グ 変 換 器 （ 図 示 さ れ て い な い ）
に よ っ て 外 部 で 制 御 さ れ 得 る 。 し た が っ て 、 電 圧 調 節 回 路 34に よ っ て 供 給 さ れ る 電 圧 は 、
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 読 み 出 さ れ る 最 大 電 圧 と 、 電 圧 オ フ セ ッ ト 68と の 和 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ を 動 作 す る 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 プ ロ セ ス ボ ッ
ク ス 80に お い て 、 電 圧 調 節 回 路 34は 、 基 準 電 圧 （ VREF） を 使 用 し て 、 動 作 の 起 動 モ ー ド 中
に 、 供 給 電 圧 を 生 成 す る 。 プ ロ セ ス ボ ッ ク ス 82に お い て 、 準 備 期 間 の 後 で 、 電 圧 調 節 回 路
34は 、 ス イ ッ チ 58を 切 り 換 え る こ と に よ っ て 、 起 動 モ ー ド か ら 動 作 モ ー ド へ 切 り 換 え る 。
当 技 術 に お い て よ く 理 解 さ れ て い る よ う に 、 こ の よ う な ス イ ッ チ 58を 制 御 す る 多 く の や り
方 が あ る 。 例 え ば 、 外 部 プ ロ セ ッ サ が 、 デ ィ ス プ レ イ の 状 態 に 基 づ い て 、 ス イ ッ チ を 制 御
す る こ と が で き る か 、 ま た は タ イ マ が 、 所 定 の 時 間 期 間 の 後 で 信 号 を 与 え て 、 ス イ ッ チ を
制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ロ セ ス ボ ッ ク ス 84に お い て 、 監 視 回 路 32は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 電 圧 降 下 を 直 接 に 読 み
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出 す 。 こ の よ う な 読 み 出 し は 、 デ ィ ス プ レ イ の 動 作 中 に 実 時 間 で 行 わ れ る 。 プ ロ セ ス ボ ッ
ク ス 86に お い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ピ ー ク 電 圧 が 、 蓄 積 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ
レ イ 内 の 何 れ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大 電 圧 も 、 コ ン デ ン サ 50上 に 蓄 積 さ れ る 。
プ ロ セ ス ボ ッ ク ス 88に お い て 、 ピ ー ク 電 圧 は 、 電 圧 調 節 回 路 34に よ っ て 使 用 さ れ 、 供 給 ノ
ー ド VH上 の 現 在 供 給 さ れ て い る 電 圧 を 調 節 す る か 、 ま た は 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ま で の 記 述 を 考 慮 し て 、 全 て が 特 許 請 求 項 に 定 め ら れ て い る よ う に 本 発 明 の 範 囲 内
に 含 ま れ る 多 数 の 修 正 お よ び 変 更 を 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ 、 示 さ れ て い る デ バ イ ス お よ び
方 法 に 対 し て 行 う こ と が で き る こ と が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 特 定 の デ ィ ス プ レ イ 部 分 が 図 １ に 示 さ れ て い る が 、 監 視 回 路 は 、 受 動 マ ト リ ッ
ク ス Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ に 使 用 さ れ る 他 の タ イ プ の デ ィ ス プ レ イ 部 分 を 読 み 出 す の に 使
用 さ れ 得 る 。 さ ら に 加 え て 、 特 定 の タ イ プ の ピ ー ク 検 出 器 が 使 用 さ れ る が 、 当 業 者 に は 、
多 様 な ピ ー ク 電 圧 検 出 器 が 使 用 さ れ 得 る こ と が 分 か る 。 ま た さ ら に 、 電 圧 は 列 か ら 監 視 さ
れ る が 、 回 路 は 、 個 別 に 各 画 素 を 横 切 る 電 圧 を 監 視 す る よ う に 容 易 に 配 置 さ れ 得 る 。 最 後
に 、 上 述 の 設 計 で は 、 各 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 監 視 さ れ る が 、 希 望 で あ れ ば 、 全 て よ り も 少 な い Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ が 監 視 さ れ 得 る こ と が 分 か る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ の デ ィ ス プ レ イ 部 分 の 回 路 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の １ つ の 例 示 的 な 実 施 形 態 に し た が う 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス
プ レ イ の 高 レ ベ ル の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ブ ロ ッ ク 図 の 特 徴 を さ ら に 示 す 詳 細 な 回 路 図 。
【 図 ４ 】 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ を 動 作 す る 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 12・ ・ ・ マ ト リ ッ ク ス 、 13・ ・ ・ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 、 14・ ・ ・ 行 、 16・ ・ ・ 列 、 18・ ・ ・ 電 流 生
成 器 、 20・ ・ ・ 電 圧 タ ッ プ 、 21・ ・ ・ 陰 極 、 26・ ・ ・ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ
レ イ 、 28・ ・ ・ ド ラ イ バ 部 分 、 46・ ・ ・ 緩 衝 器 、 48・ ・ ・ ダ イ オ ー ド 、 50・ ・ ・ コ ン デ ン
サ 、 51・ ・ ・ ピ ー ク 検 出 器 、 54・ ・ ・ 第 １ の 回 路 ル ー プ 、 56・ ・ ・ 第 ２ の 回 路 ル ー プ 、 58
・ ・ ・ 共 通 の ス イ ッ チ 、 62、 66・ ・ ・ 演 算 増 幅 器 、 64・ ・ ・ 抵 抗 器 分 圧 器 、 68・ ・ ・ 電 圧
オ フ セ ッ ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 23日 (2006.2.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 － 第 １ の 方 向 に 伸 び て い る 複 数 の 列 導 体 （ 16） と 、
　 　 － 第 １ の 方 向 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 伸 び て い る 複 数 の 行 導 体 （ 14） と 、
　 　 － 各 々 が 列 お よ び 行 と 関 係 付 け ら れ て 、 そ の 選 択 を 可 能 に し て い る 複 数 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （
13） と 、
　 　 － Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 結 合 さ れ て い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 横 切 る 電 圧 降 下 を 検 出 す る 監 視 回 路
（ 32） と 、
　 　 － 電 力 を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 電 圧 調 節 回 路 （ 34） で あ っ て 、 監 視 回 路 （ 32） に
結 合 さ れ て い る 電 圧 調 節 回 路 （ 34） と を 含 む Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ （ 26
） で あ っ て 、
　 電 圧 調 節 回 路 （ 34） が 、 ２ つ の 動 作 モ ー ド 、 す な わ ち 、 基 準 電 圧 （ VRFE） が 電 圧 調 節 回
路 （ 34） に よ っ て 使 用 さ れ て 、 電 力 を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 起 動 モ ー ド と 、 監 視 回 路
（ 32） か ら 供 給 さ れ る 可 変 電 圧 が 、 電 圧 調 節 回 路 （ 34） に よ っ て 使 用 さ れ て 、 電 力 を Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ （ 13） に 供 給 す る 動 作 モ ー ド と を も つ よ う に 構 成 さ れ て い

Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 圧 調 節 回 路 が 、 基 準 電 圧 を 受 信 し 、 第 １ の 電 力 供 給 量 を 生 成 す る 起 動 モ ー ド 手 段 （ 36
） と 、 前 記 電 圧 降 下 を 受 信 し 、 第 ２ の 電 力 供 給 量 を 生 成 す る 動 作 モ ー ド 手 段 （ 34） と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 回 路 ル ー プ の 交 互 の 選 択 を
可 能 に す る ス イ ッ チ （ 58） に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ
ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） が 、 抵 抗 器 分 圧 器 （ 64） と 演 算 増 幅 器 （ 62） と を 含 み 、 抵 抗 器
分 圧 器 が 、 演 算 増 幅 器 （ 62） の 一 方 の 入 力 に 結 合 さ れ 、 基 準 電 圧 （ VREF） が 、 演 算 増 幅 器
（ 62） の 第 ２ の 入 力 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動
マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 監 視 回 路 （ 32） に 結 合 さ れ た 第 １ の 入 力 と 、 供 給 ノ ー ド （
VH） に 結 合 さ れ た 第 ２ の 入 力 と を も つ 演 算 増 幅 器 （ 66） を 含 む 請 求 項

記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 ２ の 入 力 と 供 給 ノ ー ド （ VH） と の 間 に 結 合 さ れ た 電 圧 オ フ セ ッ ト （ 68） を さ ら に 含 む
請 求 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
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て 、 電 圧 調 節 回 路 （ 34） が
、 供 給 ノ ー ド （ VH） を 含 み 、 電 圧 が 、 供 給 ノ ー ド （ VH） か ら Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） 、 第 １ の 回 路
ル ー プ （ 54） 、 お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） へ 供 給 さ れ る こ と が で き 、 こ れ ら は 、 交 互
に 選 択 可 能 で あ り 、 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） は 、 選 択 さ れ る と 、 基 準 電 圧 （ VREF） を 供 給
ノ ー ド （ VH） へ 結 合 し 、 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） は 、 選 択 さ れ る と 、 監 視 回 路 （ 32） を 供
給 ノ ー ド （ VH） へ 結 合 し 、 第 １ の 回 路 ル ー プ （ 54） お よ び 第 ２ の 回 路 ル ー プ （ 56） が 、 Ｄ
Ｃ － 対 － Ｄ Ｃ 変 換 器 （ 60） 、 ス イ ッ チ （ 58） 、 お よ び 供 給 ノ ー ド （ VH） を 含 む 共 通 部 分 を
も ち 、 Ｄ Ｃ － 対 － Ｄ Ｃ 変 換 器 （ 60） が 、 ス イ ッ チ （ 58） と 供 給 ノ ー ド （ VH） と の 間 に 結 合
さ れ て い る

１

１ な い し ３ の 何 れ か １ 項

１ な い し ４ の 何 れ か
１ 項

５



【 請 求 項 ７ 】
　 監 視 回 路 （ 32） が ピ ー ク 検 出 器 （ 51） を 含 み 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大
電 圧 を 検 出 す る 請 求 項 １ な い し の 何 れ か １ 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ
レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ピ ー ク 検 出 器 （ 51） が 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） を 横 切 る 電 圧 降 下 を 読 み 出 す た め に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
（ 13） に 結 合 さ れ た 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ 46） と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 13） に よ っ て 使 用 さ れ た 最 大
電 圧 を 蓄 積 す る た め に 、 多 数 入 力 の 緩 衝 器 （ 46） の 出 力 に 結 合 さ れ た コ ン デ ン サ （ 50） と
を 含 む 請 求 項 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 受 動 マ ト リ ッ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

有机发光二极管（OLED）无源矩阵显示器（26）包括显示部分（10）
和驱动器部分（28）。 显示部分（10）包括用于显示信息的OLED
（13）的矩阵。 驱动器部分（28）包括监视电路（32）和电压调节电路
（34）。 电压调整电路（34）具有基于基准电压（VREF）生成电源电
压（VH）的起始部（36）。 响应于切换模式的指令，电压调节器电路
34切换到操作模式，并且基于跨OLED（13）读取的最大电压降产生电
源电压（VH）。 [选择图]图2
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